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箒───一千一渺物語（その６）

（渺は10のマイナス11乗。1001字以内。SFホラー風ショートショート。【少年愛の美学】の風味添え）

笛地静恵




　あ、ぼくは、竹の箒です。

　四ツ谷小学校の学区は、おかしなものが出没するんで、有名なんです。下校の時間帯が、特に危ないとされています。黄昏が近いからです。昼が夜へと移行する時です。世界の壁が薄くなっています。

　四ツ谷小学校では、下級生を守るのは、上級生の仕事です。日直が、交代で警戒の当番に当たることになっています。

　ぼくの小学六年生の御主人さまも、そのひとりでした。

　街の剣道場に通っています。少年剣士です。腕はたしかです。

　竹箒のぼくに跨りました。彼の睾丸が半ズボンごしに当たります。緊張しているのがわかります。

　空に舞い上がりました。

　ぼくは、御主人様が、小学四年生のときに、作ってもらいました。学校の裏の竹林で、七賢人の先生に教わりながら、枝を切り落としました。定められた作法の通りに、銀線できつく巻き上げました。とても、良くできていると、先生からもほめられました。

　ぼくは竹を割ったような性格です。何があっても、御主人様との友情には、変化がありません。

　登校時に、赤い達磨大使の目撃情報がありました。他界の大物でした。油断がなりません。

　四ツ谷町を流れる田神川が危ないのです。あそこの下には、次元の断層が走っているからです。いろいろなものたちが、こちら側に出てきてしまいます。

　今日も、達磨大使が沸いていました。水面に赤い頭を出しています。まだ目玉がありません。若い個体です。やっつけるのは、今のうちでした。

　全身が、地表に乗り上げてしまうと、子どもの力では、手のつけようがなくなります。むっくり。むっくり。どんどん大きくなります。転がりながら、街を破壊していきます。

　下級生の使う縦断道路は、区画をひとつ隔てただけでした。危険でした。

　むくり。むくり。重心を取って起き上がってきます。

　「突き！」

　竹の枝を発射しました。達磨大使を、次々と田神川の面に縫い付けていきます。

　敵も、口から吹き矢を発射してきます。一本が、電信柱ぐらいに大きくなります。

　ぼくは、急旋回しました。

　「ご面！」

　先端から火を発射しました。

　焼き払っていきました。灰色の灰になりました。あとは、きれいに掃除しました。

　学校に戻りました。

　教室でくつろいでいます。ご主人様は、半ズボンとパンツを脱ぎました。戦いのあとは、いつも興奮状態です。限界まで怒張しているのです。

　ぼくは、御主人様の竹刀と、からだを打ち合わせました。

　勝利を祝しました。



2020年になりました


古川モトイ




　イスタンブールオリンピックが見れると期待に胸を膨らませていたところを、見事に「おもてなし」で打ち砕かれたあの日から、幾星霜。とうとう2020年になってしまいました。

　さて、時を遡ること2005年。「THE IDOLM@STER」（以下：アイマス）というゲームがゲームセンターに登場しました。比較的、硬派なゲームを好むと思われていた私を、周囲の人間は「アイツは絶対アイマスはやらない」と信じていたようですが、最速でインカム（ゲームセンターで筐体にお金を突っ込むこと）したのを覚えています。当時のアイマスは、事務所に屯している10人のアイドル志望の少女をデビューさせて、芽が出なかったら、仕事を干し、引退に追い込んだ翌日、再び適当な名前でデビューさせるハートウォーミングなゲームでした。その、何度だまされても実績もないペーペーのプロデューサーにだまされて、デビューしては干される、鋼のメンタルの少女たちの打たれ強さが心底楽しかったのを覚えています。感覚的にはファミコンゲームの「忍者ハットリくん」で、必死で戦ってきたハットリくんに鉄アレイを投げつける師匠の心境と近いと思います。

　これ以上書くとマジで怒られそうなので、今回はさらっと〆ますが、なんでアイマスはこんなことになってしまったのでしょう。



リビングデッド・シスター

弾射音
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　また堀江から呼び出しがかかった。今度は朝九時から事務所で待機しておいてほしいと言う。待機している間、再びあのリストの人物を検索だ。

　午前中で検索を終えたので、あとはやることがない。河合奈緒美さんも今日は図面を作成することはなく、二人でおしゃべりに興じた。

「堀江はもう何回も危ない橋を渡ったわ」

　河合さんが言う。彼女の話題はいつも堀江雅人。それも、自慢話ばかり。よほど惚れているのだろうか。華奢だがイケメンだし、堀江はもてるタイプだろう。美男美女のカップル。しかも、男は探偵で女はファッションデザイナー。まるで絵に描いたような取り合わせだ。話が進むうちに、僕はうっすらとした嫉妬さえ感じた。

「探偵の仕事って、そんなに危険なんですか」

　僕は言った。

「そんなんでもない。尾行とか、なんとか、地味な仕事よ。小説や映画に描かれているような、華麗な仕事じゃないの。ただ、堀江は危険な仕事を好んで受けるのよ」

「どうしてですか」

「きっと、危険が好きなのね」

「心配じゃないですか」

「心配だわよ。でも、もう慣れちゃった」

　そう言って、河合さんは笑う。

　そんなこんなでおしゃべりをしていたら、突然僕のスマホがなった。ディスプレイを見ると、堀江からだった。とある駅の近くに来てほしいと言う。いよいよ出動だ。僕は心臓が高鳴るのを感じた。

「地下鉄で来てください」

「わかりました」

「できるだけ早く来てください。改札口で待っています」

　電話を切る。僕はパソコンをシャットダウンし、河合さんに行ってきますと言いながら事務所を飛び出した。




　駅に到着し、階段を上って改札口へ行く。言葉通り、堀江が待っていた。

　僕に気づいても、堀江はいつものように笑顔になりはしなかった。真顔で僕を迎え、僕の先に立って喫茶店まで行き、店に入る。

　奥の方のボックスに二人で座った。ウェイトレスがやってきてコーヒーを注文すると、堀江は小声で言った。

「あそこに白いスーツと黒いシャツの男が見えるでしょう。ほら、あのテーブル。アロハシャツの男と話をしている」

　僕はその方へ目をやった。とたんに堀江が言う。

「直接見ないで。窓ガラスに映った姿で確認してください」

　堀江の言うとおりだった。少し離れたボックス席に、白いスーツと黒いシャツの男とアロハシャツの男が腰を下ろしておしゃべりをしている。何を言っているかはわからなかったが、ずいぶんドスの効いた声であることはわかる。

　ひょっとして、暴力団関係者か。

　僕は声を低めて堀江に訊ねた。

「やくざ……ですか」

「そうです。あ、あっちの方角には目を向けないで」

「すみません」

「私はすぐにこの店を出るので、高梨さんはあの白いスーツの男を監視してください」

　とたんに不安になる。いきなり、やくざ者を監視しろと言うのか。

　僕の不安を察知したのか、堀江が安心させるように言う。

「大丈夫です。武闘派ですが、堅気には手を出さない男です。近づいて喧嘩をふっかけない限り、命の危険はない」

　それでも怖い。いきなりなんて仕事を押しつけるのだ。

「あの二人はしばらく話をするでしょう。それから、店を出ると思います。あの男が店を出たら、尾行してください」

「え？」

「尾行です。気づかれないで後を追ってください。そして、男がどこかの建物に入ったら、私に連絡してください」

「自信がありません。いきなり尾行だなんて」

「妹さんを取り戻したいのでしょう？　頑張って尾行してください」

「……わかりました」

「では、私はこれで」

　堀江は二人分のコーヒー代を僕に渡すと、店を出ていった。とたんに、ものすごく不安になる。まさか、暴力団関係者を尾行するとは。そんな仕事をアルバイトに任せて、堀江は平気なのか。

　しかし、いったん引き受けた以上、やらざるを得ない。僕は覚悟を決めて白いスーツの男の姿を注視した。もちろん、直接目を向けるのではなく、窓ガラスに映ったその姿を見守るのである。

　しばらくすると、アロハシャツの男が席を立って店を出ていった。それから白いスーツの男は上着の内ポケットからスマホを取り出し、誰かと電話をはじめた。

　それが十分ほども続く。僕がしびれを切らした頃、男はやっと電話をやめ、立ち上がった。

　僕もあわてて立ち上がり、レジでコーヒー代を払って外に出る。

　道の両側をきょろきょろと見回した。男はすぐに見つかった。肩で風を切って幹線道路の歩道部分を闊歩している。僕は男と一定の距離を置きながらついて行った。男が尾行に気づく気配はなかった。後ろを振り返ろうともしない。

　数分歩くと、男はとあるビルに入っていった。僕はあわててその後を追い、ビルのエントランスに入った。

　雑居ビルだ。エントランスホールの壁に郵便受けが並んでいる。僕はスマホを取り出し、堀江に電話した。

「ああ、高梨さんですか。男はどこかのビルに入りましたか」

「はい」

　僕はビル名を言った。

「郵便受けがあるでしょう。そこについている会社名などを教えていただけませんか」

　僕は一階から会社名や団体名を読み上げていった。

　しかし、四階にある一つの団体名は読み上げることができなかった。

　団体名は、テイ国の文字で書かれていた。

　僕はそのことを堀江に伝えた。

「わかりました。では、事務所に戻ってください」

　堀江が言った。

　なんだか、狐につままれたような気がする。すっきりしない気分のまま、僕は地下鉄でMH探偵事務所に戻った。




　事務所に戻ると、堀江はすでに帰っていた。一時を過ぎている。僕たちは一緒に近くのレストランで昼食をとることにした。

「そろそろ全容がつかめるかもしれません」

　食後のコーヒーを飲みながら、堀江が言う。

「全容というと、やっぱり奥田教授の背後に何か組織があるんですか」

　堀江は僕の言葉を聞いてにっこりと笑う。

「そうですね。あると言えば、あるかもしれません。しかし、単一の組織による犯行ではない。いくつかの組織、そしてたくさんの人物が複雑に絡み合っているのです」

　それ以上は、人のいるレストランでは話せないと言う。すぐにでも聞き出したかったが、ここは我慢だ。それ以外にも、気がかりなことがある。

「あの、今後も今日みたいに、尾行をさせられるんでしょうか」

　この言葉に、堀江も河合さんも笑う。

「必要とあれば、また尾行をしていただきます。しかし、危険な業務は担当していただかないようにします。ご安心ください」

「でも、暴力団関係者を尾行したんですよ。はっきり言って怖かったです」

「彼が無防備の状態だったことは最初から把握していました。危険があったら、高梨さんに任せません」

「そうですか……」

　ご安心くださいといわれても、やはり不安は拭えない。どうしたらいいのだろう？ いっそのこと、探偵学校のようなものに通おうか。それとも、堀江から直接探偵術を学ぼうか。それでもやはり怖い。何も、探偵事務所に就職するつもりはないんだ。

　冴子を取り戻せたら、さっさと探偵稼業から足を洗ってしまおう。

　しかし、そうすると、河合さんにはもう会えなくなる。




「やはり、テイ国が関係しているのですか」

　事務所に戻るなり、僕は堀江に訊いた。もっとも気がかりなことの一つだ。もしもテイ国が関係しているとすれば、冴子はもう日本にはいないかもしれない。

「ええ、関係しています」

　堀江の返答に、僕は驚愕した。まさかとは思っていたが、本当だとは。

「じゃあ、妹はもうテイ国に行ってしまったのですか」

「それはまだわかりません。ただ、奥田教授たち研究メンバーの研究費用はテイ国から出ているようです」

「どうしてテイ国がゾンビを研究するんだろう」

　僕は呟いた。

「それもまだわかりません。しかし、テイ国が先導して研究が進められていることは確かです。以前はアフリカの研究者も参加していたようです。奥田教授はゾンビの存在を立証したと思っていたようですが、ほかの研究者たちはその件については慎重な立場だったようです。たぶん、ゾンビの存在の可否が研究目的に大きく関わっているのでしょう」

「国家レベルの陰謀ですか？」

「そうとも言えるでしょう」

「どうして妹を連れ去ったのでしょう」

「それは、妹さんが唯一の研究対象だったからだと思います」

「研究が終わったら、その組織は妹を返してくれるんでしょうか」

「わかりません。でも、その可能性は低いと思いますよ」

　僕は絶望的な気持ちになった。

「妹を、冴子を取り戻していただけるでしょうか」

　必死に懇願する。堀江は優しい微笑みを崩さない。

「組織の全容が判明したら、行動を開始します。全力を尽くして妹さんを奪回するよう努力します」

「相手の組織に潜入するんですか」

「場合によっては。しかし、高梨さんはご安心ください。潜入はしていただかないつもりです。知り合い数人に協力を求めています」

「だけど、国家レベルの陰謀だったら、かなり危険なのでは」

「危険でしょうね」

　にっこりしたまま、あっさりと言う。

「命を落とす危険がありそうです。しかし、ご安心ください。私はそう言った局面には慣れていますので。私の仲間も腕に覚えのある者ばかりです」

　まるで、映画のような世界だ。テイ国を相手取って戦うとは。日本政府に任せておけばいいんじゃないか。そう思ったが、そうした敵対関係の存在を認めない政府は、きっと動いてくれないだろう。それどころか、ゾンビを持ち出したら笑い物にされるかもしれない。

「いずれにせよ、事件の全貌が判明するまであともう一歩です。高梨さん、これからも協力していただけますか」

「はい、もちろん。でも、暴力団関係者の尾行は勘弁してください」

　再び、堀江と河合さんが笑う。なんだか、少しおもしろくなかった。こっちは真剣に訴えているのだ。







【続く】


1/20にライブペイントをやりました。

　murbo



　1/20にパジェロの工場のある町、岐阜県坂祝町のロザリエッタというイタリアンでライブペイントをやりましたよ。まーびんさんとまあぼんというユニットで初仕事です。一緒に描くのも初めてなので本当に初です。まーびんさんって誰よｗ。当たり前のように話してスルーしようと思ったけど、己書おのれしょという路上詩人みたいな字を書くムーブメントみたいなのが僕らの平行世界にありましてｗ、その己書を書く人です。先月のマルシェでライブドローイングしたときに紹介されて色々あって一緒に描くことになりました。上の絵は看板兼練習。原案をまーびんさん、レイアウトを僕が描いて絵はまーびんさんが描きました。一緒に描くこともそうですが、本番のキャンバスにしているプラ段（ポリプロピレンで段ボール型に作った板。）にジェッソで下地の練習でもあります。適当に切り出したまま描いてしまったので上が曲がって切れていますね。



　当日は自由市場というマルシェの２回目で、まぁ月曜ですし、お店が定休日なのにうっかり来店してしまった方など程度の来客でまったり進行でした。それでも時間内に完成するとか製作途中を見せることとか、一応考えていました。それと何より二人で描くことも実際にはここで初めてなので不安はありましたが意外と問題なく描けちゃいました。客が多いからやる気出す、客がいないから手を抜くのは仕事をする人として違うと思うどころか、そんなのダメだろ。ということでコツコツ描きます。



　ドラゴンと鬼を描きながら花も描きます。同時に描いて塗るので先にレイアウトを考えておきました。赤鉛筆で先にあたりだけ描いたのです。小さなパーツで画面を総柄的にびっしり埋めていくならあたりは無しでもできそうですが、ある程度レイアウトしたものだと先にどうしたいか描いておくとすごく描きやすいです。かと言って下書きとして書き込むものではなくて、描く場所に丸を書く程度です。反省点は下地のジェットの食いつきがよくなく、赤鉛筆の筆圧や向きによっては引っ掻いてしまうことがありました。赤鉛筆は商品名スマートチョークという建築用のケガキとかあたりを取る5mmくらいの太さの鉛筆です。どこでも描けると入っている袋に描いてあったので期待したら描けるものは限定的でした。一般的な紙が描きやすいです。鉄板に描くとシンナーじゃないと拭き取れないです。ザクザク下書きを描くには扱いやすいと思います。描いた感じは僕は好きです。



　ドラゴンや鬼も塗ります。塗り込む感じで描いてしまうと時間がかかってしまうのであっさりめに塗ります。やったことのない描き方なので様子見つつ。

　何年も色塗りはコンピュータで、ここ数年はiPadでProcreateで塗っているので、うまく塗れないと書いてみたいねぇ、全然そんなことないです。気になるのは塗ってすぐ乾燥しないこと。この点は絵の具はつまんねぇなと思います。アナログならではの味わいとかあたたかみとかそういうのを画材が変わった程度で表現できなくなるのは能力のなさだと思うので言わないほうが良いなと思います。まぁドライヤーで強制乾燥させれば良いことです。つまんねぇなと思ってもそんなに気にしていません。



　まかないはドテドンとカレーの合掛け。上手いものを足すとより美味しくなるのは、ここではあまり通用しないと思った。ドテドンとカレーライスは別が良い。まずい訳はないが、お互いの美味しさが相殺されてしまうのだ。ここのカレーは日本的な煮込みではなく、スリランカかインドネシアの作り方をベースにしているので煮込みのドテと混ざるとどちらでもない何かになってしまうのだ。あえていうなら味噌仕立てのカレー味のドテドンだ。中身を分けながら食べたので実際はカレーもドテ丼も美味しく頂いたよ。このドテドンは今の所シェフの気まぐれ料理並みに出現率が低いので、もう少し人の目に触れる状況を作りたいと思っています。



　そしてずいずいと描き進めて字を描き込んでいます。まーびんさんが書きます。ドローイングは文字の黒に絵が負けてしまうのであとからオーバドローイングしています。なぞるだけなので速いですよ。



　できた！わーい。完成したものの、行き先は不明で暫定的に会場のロザリエッタに預かってもらっています。ほしい方がいらっしゃれば適価で相談に乗ります。



　写真は展示スペースを作ってもらったので以前グループ展用に作った絵などを展示しました。

　思ったよりサクサク描けて絵の具が散らかることもなく、まったり進行とは言えトラブルもなく完成までできたのは良かった。まだまだ試行錯誤しながらですが、絵を描く場所があればまた挑戦したいですね。


既刊本紹介


【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記
　2020年最初の北極大陸です。年が明けても地味にコツコツが信条でやっていこうと思います。

　表紙は別の神社で撮影予定をうっかりしていて一ヶ月間違えていたのです。これはもう間に合わないので他の場所で来年用の神社でも撮ろうかなとロケ地を変えたら鬼がいまして、ややゆるい感じの作りが良いなと思って撮りました。カメラはDJI osmo pocketです。買った当初にパノラマが面白くてやたら撮っていたの思い出してパノラマです。さらに釣り竿みたいなロッドの先にGoProアダプタで固定しました。おおよそ3mあって取り回しが面倒なくらいなのに意外と高所の感じが出ないものですね。むしろ上から下に向けて広い絵を撮るような状況が良いのかもしれません。

　ちょっと写真から遠ざかっているので写真比率も挙げていこう、とはあんまりならなくて、先月からドローイングにウェイトを置いています。電子書籍を含む書籍関連も景気は良いのか悪いのか、そろそろ二極化が明確になってきているのではないでしょうか。手離れの良い新書の初動でサクッと儲けるのがやはり常套手段なのかなとか、あまり設ける話に特化しないほうが作品の質から考えていきたい立場としてはいいのかなとか、まだ意見は固まらずですねえ。どちらにしても電子書籍自体は新しいものではなくなっているのに認知度が微妙という状況は草の根でも変えていかないとなと思います。


北極大陸　第63号

2020年2月1日発行

編集、レイアウト、各トビラのイラスト、コラージュ、レイアウト／murbo

発行／電子パブ

各作品の権利は各々の著作者に帰属します。
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